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動的な操作を通して「合同の意味」にせまり，

図形感覚を豊かに育む算数の授業
-5年『合同な図形」の指導を通して~

片山元*

研究の要約

j 本単元5年「合同な図形Jでは， r合同の意味Jを理解し，合同な図形の性質調べ l

iや作図などを通して，平面図形についての理解を深めることをねらいとしている。 j 

l年「かたちづくり」以来，子どもたちは図形を「静的Jに見る指導を多く受けて:

きた。辺の長さや角の大きさといった図形の構成要素について調べる活動を通して図 a

形を考察してきている。しかしながら現状の課題として，そういった図形を「静的J

に考察するだけの指導では，図形の定義や性質，用語 ・記号などの暗記 ・暗唱にとど

まり，図形感覚を豊かに育む指導にはつながりにくいことが挙げられる。

5年「合同な図形」の実践を通して，ものの形を認める感覚や，図形の特徴をとら

jえたり性質を見いだしたりする図形感覚をより豊かに育むために， r動的な操作J活

j動を単元導入に取り入れた授業づくりを提案したいa

key-words : !動的な操作，合同の意味，図形感覚を豊かに育む

1 はじめに

5年「合同な図形」は， r合同の意味」

を理解し，合同な図形の性質調べや作図な

どを通して，平面図形についての理解を深

めることをねらいとされている。

1年「かたちづくりJで色板を動かして

様々な形を構成して以来，子どもたちは図

形を「静的Jに見る指導を多く受けてきた。

つまり，辺の長さや角の大きさといゥた図

形の構成要素について調べる活動を通して

図形を考察する図形の見方に慣れてきてい

る。しかしながら現状の課題として，そう

いった図形を静的に考察する指導では，図

形の定義や性質，用語・記号などの暗記・
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暗唱にとどまり，図形感覚を豊かに育む指

導にはつながりにくいことが挙げられる。

本実践では， r合同の意味」をとらえさ

せる単元導入において， rずらす(平行移

動)J r回す(回転移動)J r裏返す(対称

移動)Jといった「動的な操作」を繰り返

し取り入れ， rぴったりと重なる」という

「合同jの意味理解について「動的な操作」

活動を通して実感を伴って確実に理解でき

るように配慮した。このような「動的な操

作」活動を単元導入に効果的に取り入れる

ことにより，ものの形を認める感覚や，図

形の特徴をとらえたり性質を見いだしたり

する図形感覚をより豊かに育む授業づくり

を提案したい.

2 本実践の背景とねらい

(1)学習指導要領より
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この学習内容について. r小学校学習指

導要領解説 算数編」では，次の様に示さ

れている。

C (1) 平面図形の性質

( 1 )図形についての観察や構成など

の活動を通して，平面図形につ

いての理解を深める。

イ 図形の合同について理解する

こと。

子どもたちはこれまでに，例えば，正方

形や二等辺三角形を真ん中で 2つに切る

と. r形も大きさも閉じJ図形ができるこ

とを経験してきている。 5年生では. r図

形の合同Jについて. 2つの図形が「おい

ったりと重なるJとき，つまり. r形も大

きさも同じ」であるとき，この2つの図形

は「合同」であるということを押さえてい

く。このとき. 2つの合同な図形が. rす

らしたり Jr回したり Jr裏返したり Jし

て置かれた場合でも，その位置に関係なく，

必要な辺と辺，角と角の対応が付けられる

ようにすることが大切になってくる。

また. r中学校学習指導要領解説 数学

編Jには，次の様に示されている。

B 図形

( 1 )観察，操作や実験などの活動を

通して，見通しをもって作図し

たり図形の関係について調べた

りして平面図形についての理解

を深めるとともに，論理的に考

察し表現する能力を培う。

イ 平行移動，対称移動及び回転

移動について理解し，二つの図

形の関係について調べること。

このように，図形の構成要素，それらの

相等や位置関係を考察することにより，図

形の見方が次第に豊かになってきている。

また，中学校 1年生になると，図形の移動

について理解し. 2つの図形の関係につい

て欄べることを通して，図形に対する見方

を一層豊かにしていくよう指導内容が組ま

れている。「動的な操作Jを通した図形の

見方が重視されていると言える。

(2)単元観より

子どもは r2つのものが同じ」という際

に. r形」であったり「大きさJであった

りと「閉じJという意味を唆昧に用いてい

る場合が多い。本単元では「同じJという

ことを「形も大きさも同じJとしてちらえ，

本実践の単元導入場面では「ぴったりと重

なる形Jであることを操作活動を通して実

感的につかませていくことが特に大切であ

る。そして，この「ぴったりと重なる形J

を「合同j と呼ぶことをおさえておくよう

にする。

三角形が合同であるか否かを調べるに

は，次のような条件が考えられる。

① 3つの辺の畏さが等しい。 (3辺)

② 2つの辺の長さとその聞の角の大きさ

が等しい。 (2辺爽角)

③ 1つの辺の長さとその両端の角の大き

さが等しい。 (2角爽辺)

小学校では，これらの条件を用いて，た

だ単に合同か否かの論証を進めたり合同な

三角形を作図したりするというのではな

く，①，②，③の条件を用いた三角形の作

図を通して，合同の意味や合同な図形の性

質をより確かなものに深めていくことが大

切になってくる。

また，現行学習指導要領では，算数的な

活動の 1っとして. r考えの根拠を明らか

にして説明する活動Jが重視されている。

本単元では，考えを説明する活動を多く設

定することができる。「ずらすJr回すJr裏
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返す」といった動的な操作を通した三角形

や四角形が「ぴったりと重なる」ことの説

明，合同な三角形のかき方の説明，三角形

の内角の和が 180。になることの説明，

四角形や五角形などの内角の和の求め方の

説明などである。

説明し伝え合う活動にあたっては，自分

の考えの根拠を明らかにし，操作や図を用

いながら，筋道立てて相手にわかるように

話すなど，説明の仕方の指導も重要になっ

てくる。話し言葉や書き言葉にだけ頼った

説明し伝え合う活動では，友達の考えが十

分に理解できないままで話し合いが深まり

にくい。したがって，自分の考えを友達に

わかりやすく説明するためには，可視化さ

れた具体物や図などを黒板に示しながら，

それをもとに考えを共有していくことが大

切である。

3 本実践の指導よの工夫

*意欲的に聞い続ける子どもを

育むために・・・

教科書の問題場面は，本事案最後に付け

ている [資料 11にあるような，ヨットの

マストや船の船室の形から「形も大きさも

同じ」三角形や四角形を抜き出す設定にな

っている。

.;:宮古田町

舎イ損害長〕

.回目't?阿と剛山

ふ‘説話語品=晶画島4

一一明巾唱 'eへ

[貴料1:醐出匝間糊1わくわく蹄51JP. 61-631 

本実践では， r仕掛け扉のはめ込み穴に

ぴったり合う石板を見つけ出す」といった，

よりストーリー性の高いオリジナルの問題

場面を設定した。「形も大きさも閉じ形な

のか，ぴったりと重ね合わせてみたい」と

いった，単元導入に子どもにもたせたい反

応を豊かに引き出し，意欲的に本単元の学

習に入っていきやすくした。

また，三角形，四角形を同時に提示する

(見せる)教科書のさし絵ではなく，三角

形の場面を経て四角形の場面へと段階的に

提示していくことで，図形を観察したり操

作したりする活動の中で視点を焦点化させ

て「合同の意味」にせまっていきやすくし

た。まさに，問題場面のストーリーになぞ

られて，三角形の合同の扉が聞かれた後に，

もう 1つの四角形の合同の躍が子どもの前

に現れ，問いの場面が無理なく拡張してい

くように工夫した。

女 「動的な操作」を通して，

「合同の意味」にせまるために・・

「ずらす(平行移動)J r回す(回転移

動)J r裏返す(対称移動)Jといった図形

の動的な見方・操作は， 1年「かたちづく

りJの学習より授業者が意識して系統的に

取り組んでいきたい指導内容・工夫してい

きたい指導方法である。

筆者は，算数科の教科書出版社6社の現

行教科書の指導方法を調べた。

Ar図形を切り抜いて，重ね合わせてみる」

.. 2社

B r図形をうすい紙に写し取って，重ね合

わせてみる」…4f土

c rA・B両方を示す」… 1社(上記に含
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む)

全ての教科書において，図形カードや写

し取った図形を「ずらすJr回すJr裏返

すJといった動的な操作を通して. rぴっ

たりと重なるJということを実感的にとら

えさせようとしている。ただ. rずらすJ

と「回すJは平面上の移動. r裏返すj は

空間を伴った移動であり，子どもは図形カ

ードや写し取った紙を持って操作しても，

都合よく念頭で「ずらしたり，回したり，

裏返したり」して対象となる図形に「ぴっ

たりと重ね合わせ」ようとしている場合が

多い。そこには，基準となる図形の位置や

向きが意織されにくいことや，必然的に図

形カ}ドや写し取った紙を持ち上げて重ね

合わせる操作の中で，目に見えない動いて

消えてゆく図形の軌跡をとらえにくいこ

と，動的な操作を振り返りにくいことなど

が要因として挙げられると考えた。

そこで，本実践では I資料 2a. b)に

あるような，ワークシートと図形カードを

一人ひとりに配布できるよう準備した。

Jm唾舵盤品，て姐血

A •• 

ムQムマ
[開2a :配布したワサシートl

Qムマ
[削2b:配布した脚力・ド 高畑2aと対応す相記号舵て合同l

起点となる位置や向きを予めワークシー

ト上のプリントで示し，操作した後も図形

の位置や向きが残るように設定した。図形

カードには予め提示した向きで記号を記し

たり，表裏がはっきりとするように色分け

をしたりするなど，動的な操作を意識しや

すい工夫を行うようにする。また，操作の

軌跡をイメージさせながら，ワークシート

上に言葉や線 ・矢印などで残させるように

指導していくようにした。さらに，目に見

えない動いて消えてゆく図形の軌跡，念頭

で暖昧になる動的な操作を意図的に言語化

・図示化していくことで. rずらすJr回

すJr裏返すJといった動的な見方や操作

を振り返り，観察しやすくなると考えた。

またこれらの工夫は，友達への説明の際な

どにおいて，自分の考えの根拠を明らかに

し，操作や図を用いながら，筋道立てて相

手にわかるように話すなど，考えを表現す

る助けになるものと考えている。

4 本実踏の目標や単元構想

( 1 )単元名 「合同な図形J(5年)

(2 )単元目標
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0身のまわりの図形の見方に関心をもち，

合同な図形の性質調べや作図などを通し

て，そのよさや美しさがわかる。

(算数への関心・意欲・態度)

O合同の観点から既習の基本図形の性質を

考えたり，合同な三角形のかき方を通し

て，形や大きさの決まり方を考えること

が で き る 。 (数学的な考え方)

O図形の合同や頂点，辺，角の対応につい

て理解し，合同な図形をかくことができ

ることができる。

(数量や図形についての技能)

O合同の意味や，合同な図形の性質，作図

の仕方を理解できる。

(数量や図形についての知識・理解)

( 3)単元構想(全9時間)

第一次 三角形や四角形の図形の操作活動

を通して，合同の意味をとらえ，単

元の課題をつかむ。

第1時三角形や四角形で構成したさし

絵の形調べの操作を通して，合同

な図形に関心をもち，合同の意味

を理解すると共に， r合同な三角

形や四角形について，もっとくわ

しく調べていこうJといった単元

を貫く大きな課題をつかむ。

【本時】

第2時対応する頂点，辺，角の意味を

理解し，それらを用いて合同な図

形の性質について考える。

第3時既習の長方形，平行四辺形，台

形を対角線で三角形に分ける操作

を通して，合同の観点で考察し，

四角形の概念や図形の見方の理解

を深める。

第二次合同な図形のかき方を考える。

第1時 どの辺の長さやどの角の大きさ

を決めておくとよいのか考え，合

同な三角形をかく要素を考察す

る。

第2時合同な三角形をかくために必要

な辺の長さと角の大きさを考え，

r3辺Jr 2辺爽角Jr 2角爽辺」

といった 3通りの方法で三角形を

作図する。

第3時合同な三角形のかき方をもと

に，合同な四角形のかき方を考え，

作図する。

第三次 三角形や四角形などの内角の和を

考える。

第1時形も大きさも閉じ三角形の敷き

詰め操作を通して，三角形の3つ

の角の大きさについてきまりを見

付け，内角の和が 18 00

になる

ことを考える。

第2時三角形の内角の和が 18 0
0

に

なることを適用して，図形の角の

大きさに関わるいろいろな問題に

ついて考える。

第3時三角形の内角の和が 18 00

に

なることを適用して，四角形など

の内角の和について考える。

本実践は，平成26年度岡山大学教育学

部附属小学校第5学年い組児童(男子 18 

名，女子 17名)の協力による。

唱
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5 本実践の実際

以下，授業の具体をもとに，本実践の実

際を示していきたい。

学習活動1

本時の間題場面を把握し，本時のめ

まずは授業の導入において，授業者が次

の様な問題を提示した。

問題の提示

不思議な洞窟を探検していると，次

のような形のはめ込み穴をした「しか

けとびらJがありました。

扉を開けようと辺りを見渡すと，カ

ギらしき石板がいくつか並んであるの

を発見しました。

この「しかけとびらJを開く，はめ

込み穴にぴったりと合う石板はどれで

しょう。

上の様な問題文と左

の様なさし絵を提示

し， r洞窟探検を進め

ていくためにはこの仕

掛け扉を開けなければいけないJrそのた

めにもはめ込み穴と閉じ形の石板を探し当

てたい」といったストーリー性のある問題

場面を設定した。子どもは，扉のはめ込み

穴と同じ形はどの三角形かを「実際に三角

形を動かして重ね合わせ，仕掛け扉を開け

る官険に出ょう Jと意欲的に問題に取り組

んでいった。

提示したさし絵を観察させる中で， rは
め込み穴の形にぴったりと合う石板はどれ

だと思うかJと感想を問いかけた。子ども

からは， r直観的には@の三角形が合いそ

うだが，向きが違うからこのままでははっ

きりとしないJrどの三角形も， 3辺の長

さが似ているからこのままでは正確にはわ

からない」といった疑問の反応が表れた。

様々な予想のつぶやきが出てきたところ

で， rどれも三角形だから同じなのではな

いか」と問いかけ， r閉じ三角形Jでは，

形を対象にしているのか，大きさを対象に

しているのかが唆昧であり「ぴったりと合

う形Jを問う問題場面からは速いことを明

らかにし， rぴったりと合う」ためには「形

も大きさも閉じ三角形Jを考えなければな

らないことに気付かせていった。それを確

かめるためには「実際に三角形を動かして

重ね合わせて調べていけばよさそうだ」と

いった方法の見通しをもったところで，本

時のめあてを次のように導くようにした。

めあて

三角形を動かして，ぴったりと重な

る三角形を見つけよう!

学習活動2

ワークシートの上で図形カードを操

作して，ぴったりと重なる三角形の動

かし方を考える。

前項に示した， rしかけとびらJのはめ

込み穴と0，(2)， @， @のもとになる形が

かいであるワークシートと，対象となる0，

③， @， @の三角形の図形カードを一人ひ

とりに配布した。子どもたちは，図形の操

作を通して「ぴったりと重なるJことを確

かめていった。

l糊3a:ワークシートの上で困層カード拙作する子ども!

上の写真の犠に， 0，⑤，②，@の三角

q
F

“
 

戸
同
U



形の図形カードをワークシート上のそれぞ

れのもとになる形の上に置いた状態から操

作させた。子どもは，一定の図形の向きか

ら「ずらすJr回すJr裏返すJといった

「動的な操作Jを繰り返し行い，図形の動

かし方を振り返りながら説明をワークシー

ト上に記入していった。。

また. r裏返すJといった動的な操作を

意酷しやすくするために，図形カードの表

面のみに色を付けたり記号を記したりして

おくようにした。

l糊3b:蹄トドの舵持崩する子どもl
何度も繰り返して操作をさせ「ぴったり

と重なるJ三角形を磁かめさせる中で，ど

のように動かすと fぴったりと重なるのか」

を言葉や矢印などを用いてワークシートの

余白に書き込ませた。以下は. r動的な操

作」を記号化・言語化した子どものワーク

シートである。消えでなくなる操作を，何

とか可視化しようとする工夫が見て取れ

l制4a:姉などの記号と諸制肘せて脅し削サトトl

{削4b:ft;tJ(平行8I)Jf闘す(回転倒)JUしたワサシートl

[資料4c:f1iす償鱒I)J結しtワサトトl

学習活動3

図形カードを操作しながら，ぴった

りと重なる三角形の動かし方を話し合

自分の考えがもてたところで，席が隣同

士の友達とワークシートや図形カードを用

いて自分の考えを説明し伝え合うベアトー

クの活動を取り入れた。子どもは，再度図

形カードを持って「動的な操作」を行いな

がら，隣の友達と考えを確かめていた。そ

の際には，授業者から「自分と考えが同じ

か違うかJr図形カードの動かし方の共通

点はどこかJなどの視点を示した。子ども

は，お互いのワークシートの記述をもとに，

図形カードと「動的な操作Jを表す説明の

今一ワードが対応しているところを指し示

しながら自分なりの考えを伝えたり，友達

の考えを受け止めたりしながら共通点を探
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っていた。

[削5:困層トド雄作しながら，障の措と殖するteも]

説明を板書に位置付ける際には，r動的

な操作Jを表す説明のキーワードを 1つ1

つ図形カードの動かし方に対応させながら

取り上げていくことで，動的な操作と操作

を表す言語を通して考えの根拠を明らかに

しやすくした。

4ユ

[削6:証書の脚力ードを鵬しながら，全体時射る子どもl

このように「ぴったりと重なるJ三角形

について実感を通して明らかになったとこ

ろで，授業者は板書の

三角形の仕掛け扉のさ

し絵をめくり，次のよ

うな四角形に変えるこ

とで， rぴったりと重

[ ~I 
なるJ四角形についても三角形と閉じよう

に「ずらすJr回すJr裏返すJといった

「動的な操作Jを通して考えさせる場面を

提示した。

子どもは，新たな「しかけとびらJの出

現に歓声を上げながら，四角形の場面につ

いても意欲的に「ぴったりと重なるJ操作

について考えをより明らかにしていった。

更に，三角形と四角形の場面を援り返ら

せ， rぴったりと重なる」図形について考

えが織かになった際に，「2つの図形がぴ

ったりと重なるときに，これらの図形は，

合同であるという(裏返しの場合も含む)J

といった「合同Jといった算数用語や「合

同の定義Jを授業者が伝え，今後の学習場

面でも使うことができるようにした。

学習活動4

本時のまとめをする。

授業者は，板番や自分のワークシートの

記述をもとに自分や友達の説明のよかった

ところに着目させる話題を投げかけた。子

どもは， r動的な操作Jと「ずらすJr回
すJr裏返す」といった「動的な操作Jを

表す言語を結び付けて「ぴったりと重なるJ

概念や，合同な2つの図形の関係について

実感的にとらえることができた本時の学習

を振り返った。また，授業者は，これから

合同な図形のどんなことを学習していきた

いか問いかけた。子どもは， r図形カード

をずらしたり，回したり，裏返したりして

実際に重ね合わせてみると， rぴったりと

重なる』三角形や四角形をはっきりとさせ

ることができたよJr 2つの図形がぴった

りと重なるときに，これらの図形は『合同』

であるということを知ったよ。これからは

もっとくわしく『合同』な図形について調
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べていきたいなJ などと r~合同』な三角

形や四角形について，もっとくわしく調べ

ていこうJといった単元を貫く大きな課題

をつかんでいった。最後に，板番に位置付

けたキーワードなrをもとに子どもの言葉

を取り上げ，それぞれのノートにまとめさ

せるようにした。

6 本実践の本時案・板書

0三角形キ四角形で楠或したさし絵の腕ド¢操作を通して，合同な匡膨に関心をもち，

「創司な三角形や四角形について，もっとくわしく帯ぺていこうJとしりた単元を貫く

目標 | 大き欄舗をつカむことができる。

O図形を「ずらすJr面すJr裏返すJといった醐怜樹怜通して.r2つの医彫がぴっ

たりと重なるときに，これらの図形は創司であるという鷹返しの場合も含む)Jとい

った創司の定義を実感的にとらえることができる。

学習活動 教師の支援と指導の留意点

1 問題を知り，

本時のめあてを

つカ吃九

問題

不思議制鳴を探検していると，次のような形の

はめ込み穴をした「し糾?とびらJがありました

扉を開けようと辺りを見渡すと，カギらしき石被が

いくつか並んであるのを発見しました。

この「しカヰナとびらJを開く，はめ込み穴にびっ

たりと合う石被はどれでしょう。

以 凶
1 (1)上のような問題文とさL絵を提示し.r洞窟探検を進めていくために

はこの世掛け扉を開けなけれJまし、けな川「そのためにもはめ込み穴

と同じ形の石板を探し当てた川と山たストーリー性のある陪聾揚

面を設定することで，扉のはめ込み穴と閉じ形はどの三角形カミを意欲

的に考えさせやすくする。

(2)提示したさし絵を観察させる中で" rはめ込み穴の形にぴったりと合

う石板はどれだと思う州と感想を問うことで， n直働力には@の三

角形カ和、そうだが，向きが違うからこのままでははっきりとしなしV

「どの三角形も， 3辺の長さカ戦lているからこのままでは正確にはわ
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からな川といった疑問の即志を引き出しやすくする。

(3)様々な予想のつぶやきが出てきたところで， rどれも三角形だから同

じなのではないか」と問いかけ， r閉じ三角形」では，形を対象にし

ているのh 大きさを対象にしているの村湾臨床であり「ぴったりと

合う形」を問う問題場面から同童いことに気付きゃすくする。

(4) rぴったりと合う」ためには「形も大きさも同じ三角形」を考えなけ

ればならなし、ことに気付かせ，それそ確かめるためには「実際に三角

形を動かして蛍立合わせて静〈ていけばよさそうだ}といっtd5法の

見通しをもたせることで，本時のめあてを次のように導くようにする。

めあて

三角形を動かして，ぴったりと重なる三角形を見つけよう!

2 ぴったりと重I2 (1) rしかけとびら」のはめ込み穴との， (2)， @， @のもとになる形がか

なる三角形につ | いであるワークシートと，対象となるの， (2)， @， @の三角形の図形

いて考える。 カードを一人ひとりl唱耐することで，樹乍を通して「ぴったりと重

なる」ことを確かめやすくする。

(2) 0， (2)， @， @の三角形の医研修カードをワークシート上のそれぞれの

もとになる形の上に置いた状態から操作させることで，一定の図形の

向きから「ずらす」恒TすJr裏返す」品、った醐枕樹宇をさせ，図

形の動かし方を振り返りながら説明しやすくする。

(3) rずらすJr回すJr裏返すJ.!::1t、った動的な操作を意識しやすくする

ために，図形カードの表面のみにそれぞれ刀向きで記号を記しておく

ようにする。

(4)何度も繰り返して樹宇をさせ「ぴったりと重なる」三角形を確かめさ

せる中で，どのように動か寸と「ぴったりと重なるの州を言葉そ咲

印などを用いてワーク、ンートの余白に書き込ませることで，言語を伴

った翻月lこつなげやすくする。

(5)特に，次の点に留意して机周指導を行うようにする。

図形カード広嶋1特こ手間取ったり「ぴったりと重なる」三角形につい

て考えがもちにくかったりする子どもには三角形の1つ現保を起点と

して1辺をぴったりと重ね合わせられるよう補助を行うことで， rぴっ

たりと重なる」三角形かどうか硲訪めやすくする。

ワークシートの記述に， rずらすJr回すJr裏返す」といった聯句な

操作を意識した表現を言語化して書き込んでいる子どもを税扮すること

で，ベア待合体の翻輔副こ自信をもたせやすくする。
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「ぴったりと重なるJ三角形についてワーク、〉・トに自分の考えが書

けた子どもには脚枕樹怜安す説朋のキーワードに丸却を付けさせ

たり，医彫カ}ドと脚句な掛字を表す説明のキーワードカ糊志している

ところを線や矧1な民講び付けさせたりすることで，根拠を明ら糾こ

しながら考えを説明しやすくする。

予想される子どもの考え

(考え1)@の三角形が「ぴったりと重なる」

-期擦に，ワークシ』トの上にぴったりと蛍2てし唱。

・「回して，ずらしたJrぐるっと巨眠させて，移動したJなど" rずらすJr!Etす」といっ

t~梯qt~剰乍を表す言葉を書き込んでいる。

・ー恒転した線・矢印などを用いで，ワ}クシ』ド上のもとになる形と医彫カードを紘附

けて糠作した軌跡を表している。

(考え2)むの三角形が「ぴったりと重なるJ明日犀し)

・調擦に，ワークシ』トの上にぴったりと劃立ている。

・「裏返して，ずらしたJrぽたんとひっくり返して，移動した」など， fずらすJr裏注すJ

といった脚恰操作を表す言葉を書き込んでいる。

-事犀した三角形や線・矢印などを用いて，ワ}クシ』ド上のもとになる形と区彫カードを

結び付けて樹乍した軌跡を表している。

3 ぴったりと重I3 (1)自分の考えがもてたところで，席が隣司土の友達とワーク、ンートヰ掴

なる三角形につ| 形カードを用いて自分の考えを説明Lぶえ合うベアbークの活動を取

いて話し合う。 り入れることで，繰り返し搬酌な掛字を行いながら自分の考えを確か

めたり，全体司苦し合いをする活動に向けて自信をもたせたりしそ寸

くする。

(2)ベアトークによる脱明¢糠には「自分と考えが同じカ漣う州「図

形カードの般的、し方の共通点はどこかオなどの視点を示すようにする

ことで，自分なりの考えを隣の友溜こ伝えたり，友達の考えを受け止

めたりしやすくする。

(3)ワークシ』トに書き込んだ自分の考えの説朋広糠には匡彫カードと

蜘t~劇学を表す説明のキーワードが姉忘しているところを指し示し

ながら揃句に脱朋させるようtこすることで，友溜こ的の考えを伝え

やすくする。

(4)翻月を板劃こ位町サける際には脚旬な樹俺表す説明のキーワード

を1つ1ぐ極膨カードι滅的ミし方に姉E、させながら取り上げていくこ
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とで，師。な樹宇と操作を表す言語を通して考え崎拠を明ら糾こし

やすくする。

(5)劃明し伝え合う活動により「ぴったりと重なる」三角形について完茜

を通して明らカヰこなったところで，区間惨を次のような四角形に変え，

「ぴったりと重なる」四角形にっし、ても三角形と同じように「ずらす」

「冒すJi裏返す」といった動的な樹乍を通して考えさせることで，

「ぴったりと重なる」医彫につして考えをより明ら糾こしそ寸くする。

E1 

GO 
@の四角形が「ぴったりと重なる」

。の四角形が「ぴったりと重なる」働亙し)

(6) iぴったりと重なる」図形について考えが肩掛ヰこなった際に. i2つ

の匡捌1ぴったりと重なるときに，これらの医彫は合同であるとし、

う舗亙しの場合も含む')Jといった「創司」といった算数用語や「合

同の定義lを伝え，今後の学習場面でも使うことができるようにする。

4 本時のまとめI4 (1)板番や自分のワークシ」トをもとに自分や友達の説明のよかったとこ

をする。 I ろに着目させる寵題を掛デカ斗ナることで，耕句な操作と言語を結び付

けて「ぴったりと重なる」医彫について実感矧ことらえることができ

たことを振り返りゃすくする。

(2)これから合同な匪彫のどんなことを学習していきたいカ澗いカ斗ナるこ

とて「創司な三角形や四角形について，もっとくわしく冊くでし、こ

う」といった単元を貫く大きな課題をつカ咋やすくする。

予想される子どもの姿

α却彩カードをずらしたり，回したり，裏返したりして霜繋に重ね合わせてみると. iぴったり

と重なる」三角形や四角形をはっきりとさせることができたよ。

@2つの図形がぴったりと重なるときに，これらの図形は「創司」であるということを知った

よ。これからはもっとくわしく「創司」制覇防こっして静〈てし、きたし、仏
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l削7:蹄慢の回l

7 省察

「ものの形を認める感覚や，図形の特徴

をとらえたり性質を見いだしたりする図形

感覚をより豊かに育むためJに，本実践で

は，三角形や四角形の図形カードの「動的

な操作」を取り入れた。特に，ワークシー

トの上で操作した動きを可視化する活動を

通して，唆昧な動きを学級全体で共通認識

させ. rずらす(平行移動)J r回す(回転

移動)J r裏返す(対称移動)Jの3つの動

きに集約しながら「ぴったりと重なる(合

同)Jの意味を実感的に意識しながらとら

えさせることができたと考える。授業者は

動的な操作を言語化することにやや入りす

ぎていた反省もあるが，意図的に図形を動

的に見させることができる本単元本時の実

践を考えると，本実践が，今後，子どもた

ちがより一層豊かな図形感覚を培つでいく

1つの礎になったものと考える。

しかしながら，本実践にあたっては，本

実践の指導上の工夫点の 1っとして，問題

場面のストーリー性を重視したため，もと

の図形となるべき仕掛け扉の図形を操作さ

せるのではなく，鍵となる 4種類の石仮に

見立てた図形カードを操作させることにな

った。これは，もととなる図形が様々に入

れ替わり話し合いがすれ違う危険性を有し

ていた。このことは，鍵となる石板を 1つ

だけにして，仕掛け扉の図形を4種類提示

し入り口を選ばせる問題場面の設定にして

おくことで解決できたと振り返る。

また，本時のめあてを焦点化し. r図形

の動かし方Jに子どもの意識を絞ってから

自力解決に移行させることで，「2つの図

形がぴったりと重なる『動かし方(動的な

操作uを明らかにしてきたい」といった，

より本時のねらいに追った学習展開になっ

たのものと考える。「今回の操作では『裏

返す(対称移動)JJを含んでよいのか，い

けないのか」といった話し合いの視点を示

して「合同の意味」を考えさせる展開も考

えられる。これらの反省点は，授業者の教

材研究の未熟さから出たものであり，今後

の課題としていきたい。
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